
　最近、ある言葉を何度も口に出して
いることに気が付いた。ちょうどこの
文章を書く直前にも、その言葉を口に
した。「忙しい」、「時間がない」だ▼
「タイパ」という言葉を聞いたことがあ
るだろうか。これは「タイムパフォー
マンス」の略称で、かけた時間に対す
る効果を指す時間対効果のことだ。昨
今、動画コンテンツの倍速視聴をはじ
め、日常生活におけるタイパ重視の傾
向が見られる▼その一方で、タイパ重
視によって時間に追われる感覚が強ま
りつつあるのも事実だ。『セイコー時間
白書2023』によると、回答した全国
の10代～60代の男女1200人のう
ち、約65％の人が日常的に時間に追
われる感覚を覚えているという▼「時
間を効率的に使いたい」という考え方
は古くから存在する。加えて、コンテ
ンツが膨大化する現代において、人々
は昔以上に時間を必要としている。現
代社会の実情を考慮すれば、タイパ重
視はある意味必然なのかもしれない。
しかし、本来タイパ重視の目的は、「効
率化によって生み出した自由な時間を
使って、自らの人生を充実させるこ
と」であるはずだ。タイパを重視した
結果、常に時間に追われ、人生の豊か
さが失われては本末転倒だろう▼現代
人には、効率を気にせずに過ごす時間
がもっと必要なのではないだろうか。
要約サイトを見る時間を使って書店を
訪れてみたり、音楽を倍速再生やス
キップすることなく、最後までゆっく
り聴いてみたりする。あるいは、空い
た時間にあえて何もせずボーっとして
みる。一見すると非効率だが、そうし
た行動が我々の人生を豊かなものにし
ていくのではないだろうか▼私が最近
「忙しい」、「時間がない」と口にしてば
かりいるのも、効率を求めすぎた結果
だろう。たまにはパソコンの手を止め
て一息つき、空でも眺めながらぼんや
りと時間を過ごしてみるのもいいかも
しれない。　　　　　　　（前田知哉）

　８月11日と12日に本学にて「あ
じさい文化祭」が開催される。欅祭と
は異なり、学習院大学・成蹊大学・成
城大学・武蔵大学の四大学合同で行う
文化祭だ。文化部が寄り集まっている
様をアジサイの群生に見立てたことか
ら名称された本イベントは、各校から
集まった約30団体が様々な企画を実
施する予定となっている。
　企画が始まった背景として、文化部
の活躍の場が少ないことがあったとい
う。運動部は、学内運動競技大会や四
大戦、さらには部が参加する大会など
がある。一方、文化部は主に欅祭のみ
となっていた。文化部が活躍できる行
事を増やしたいという思いと、森雄一
学長や経営学部の伊藤公哉学生部長か
らの後押しを受け、本学の鈴木颯文化
会本部委員長（総合経営３）が発起人

となり企画がスタートした。
　文化祭の準備について「大学同士で
足並みをそろえることが最も大変だ」
と鈴木さんは語った。大学によって校
風や制度、文化会本部の立ち位置が異
なる。また、考え方の違いから意見が
衝突することもあるそうだ。そうした
中でも、鈴木さんは各大学と密に連絡
を取り、参加団体の希望する企画が実
現できるように準備を進めている。
　本文化祭では、「城学蹊蔵くん」が
ゆるキャラとして活躍している。この
キャラクターは「復刻」をテーマに、
本学美術部の部長によって考案された。
1972年に歴史が途絶えた「四大学合
同文化祭」の復活から着想を得ており、
文化祭の広報を担当している。
　この文化祭を何十年も続くものにす
ることは、簡単な道のりではない。鈴
木さんは「０を１にするのは関係者だ
けでできるが、１を２にしていくには
参加者の声も必要になる。皆さんに満
足して帰ってもらうことを大事にした
い」と語った。　　　　 （石黒茜子）

　６月16日、本学管弦楽団のサマー
コンサートが行われた。客席はほぼ満
席状態で、会場は熱気にあふれていた。
公演後、部長の岡部美月さん（英米文３）
とコンサートマスターの菅原理さん（総
合経営３）に話を聞いた。
　今回のコンサートでは、メイン曲と
してベートーヴェン交響曲第５番『運
命』を演奏した。活動が制限されたコ
ロナ禍を経て、本来の活動ができるよ
うになった現在。暗い調子から始まり、
明るくフィナーレを迎える『運命』を、
こうした自らの現状に重ね合わせて選
曲に至ったという。
　今回のような規制がない形でのコン
サートの公演は、コロナ禍が明けてか
ら初めてだった。集客のために、広告
にも力を入れて準備を進めたという。
「不安もあったが、お客さんがたくさん
入ってくれて安心した」と２人は語る。
一方、コンサートを終えて課題も明ら
かになった。部員の意識が高まるも、
先輩部員の引退と新入生の入部が重な

り、活動が不安定だったという。下の
代に引き継ぎができるように日々試行
錯誤を続けている、と岡部さんは前向
きな意欲を示した。
　一般のオーケストラとは違い、大学
のオーケストラの演奏は、大学に在籍
している学生や卒業生など、団体と関
係がある人が聴きに来る。菅原さんは
「クオリティの追求はもちろん、そのよ
うなつながりを持った人に届くような
熱量ある演奏をしたい」と観客への思
いを述べた。
　本学管弦楽団は12月に第54回定
期演奏会を控えている。定期演奏会へ
向けて技術面に磨きをかける過程で、
部員の団結も深めていくという。次回
の演奏会に期待が高まる。　（菅野菜乃）

　新型コロナウイルスの感染症法上の
位置づけが５類に引き下げられたこと
に伴い、入国時の水際措置が撤廃され、
海外渡航もスムーズになった。こうし
た状況を踏まえ、本学の留学の現状や
留学制度の詳細について国際教育セン
ター国際課の松尾隆さんに取材した。
　１号館２階にある国際教育センター
国際課では、事前予約なしで月曜日か
ら土曜日まで、学生からの留学に関す
る質問に対応している。また同課では、
留学した学生の体験談をまとめた留学
レポートを公開。Seikei-WiFiに接続
していれば、国際教育センターのホー
ムページからの閲覧が可能だ。
　本学からの留学生派遣は、新型コロ
ナウイルスに伴う渡航制限により、一
時中断された。しかし、現在は派遣も
徐々に再開され、本学から留学する人
数はコロナ前の水準に戻りつつある。
　本学から海外の大学に留学する方法
としては、その目的に応じて、主に学
部留学と語学留学に分けられる。学部
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　2022年度は就職希望者1545人
のうち、97.2％（0.7ポイント増）
に当たる1501人が就職した。就
職率を学部別に見ると、経済学部が
97.4％（0.8ポイント増）、法学部が
97.6％（2.5ポイント増）、文学部
が95.8％（増減ゼロ）、理工学部が
97.9％（1.4ポイント減）だった。
※（）は2021年度比
▼主な就職先

　文系は東京特別区（Ⅰ類）が最多の
11人。三菱電機と第一生命情報シス
テムが各７人と続いた。また、三菱系
列やアクセンチュア、日本航空に就職
する学生も多く見られた。理工学部と
大学院理工学研究科はNTTデータ・
アイが最多の13人、続いてSCSK
が10人だった。加えて、三菱電機に
は６人が就職するなど、大手製造業・
システム開発業への就職が多い。
　業種別では、性別・学部を問わずに
IT業界の割合が増加。背景には、ス
キル志向の学生や、転勤の少ない働き
方を選ぶ学生の増加があるという。企
業規模別比率では、大企業（従業員

500人以上）への就職割合が文系で
60.8％、理系で79.9％となった。
▼2022年度の就活市場

　新型コロナウイルスの流行から３年
を迎え、企業の新卒採用意欲は回復傾
向を見せている。2022年度卒業予定
者を対象とする大卒求人倍率は1.58
倍と、2021年度の1.50倍から0.08
ポイント増加。しかし、従業員5000
人以上の大企業については、求人数を
大幅に超える応募人数がいたため倍率
は0.37倍と規模別で唯一低下した。
　リクルートの『就職白書2023』に
よると、インターンシップなどの参加
率は75.0％となった。企業によって
は、インターンシップの参加者から優
秀な学生に内定を出す動きも見られ、
早期化する就職活動が顕著に表れた。
　そして、採用活動の様式も変化した。
対面制限の緩和に伴い、オンラインと
対面を併用する面接形式が増加した。
こうした背景から、オンライン形式へ
の慣れによって対面面接で過度に緊張
してしまい、本来の力を発揮できず
に後悔する学生も一定数いたという。

2023年度以降は、対面面接を実施す
る企業が増える可能性があるため、事
前の対策は必須だろう。
▼キャリア支援センターより

　就職活動において、自己分析は不可
欠といえる。なぜなら、最終的に就職
先の決断をする際には、複数の企業か
ら内定をもらっても、企業と自身の適
性を見極める必要があるからだ。キャ
リア支援センターでは、自己分析をは
じめとする就職活動のサポート体制が
整っている。キャリア支援センターの
浅香啓主査は「多様なキャリアを積む
相談員からコンサルティングを受ける
感覚で気軽に個別相談に訪れて欲し
い。就職活動を何から始めれば良いか
わからない状態でも、行動に移すこと
が納得内定への第一歩」と話す。
　また、後回しになりがちな筆記試験
対策も同センターは行っているとい
う。定量的に学生を判断することが可
能な筆記試験は、多くの企業で足切り
として導入されている。定期的に開催
される筆記試験セミナーや隙間時間を
使った計画的な勉強が大切だ。
　同センターの本郷有充事務長は「就
職活動は大変なことが多々あるが、自
己効力感を高め、あえて楽しみながら
取り組んでほしい」と話した。
　　　　　　　　　　　　 （高橋豪）

撮影：塩澤一洋教授

留学とは、留学先の専門科目授業やゼ
ミを、英語またはその他言語で受ける
方式だ。この場合、出願資格として一
定のGPAとTOFELや IELTSなど
の語学スコア証明が必要になる。対し
て、語学留学とは、英語や第二言語を
学びに行く留学であり、出願資格とし
てGPAや語学スコア証明は求められ
ないケースもある。留学手続きには時
間を要するので、早めの準備が必要だ。
　留学中の現地での生活費は自己負担
であることに加え、留学先の国によっ
て状況は異なるが、ビザの規定でアル
バイトが許可されない場合もある。し
かし、本学は海外留学に関する授業料
免除制度と奨学金制度が充実しており、
金銭面での負担は軽減される。
　留学では「何のために留学をするか、
何をどのように学びたいか」という目
的を明確にしておくことが重要だ。特
に大学３年生で留学する場合、その間
就職活動との両立が困難になる場合が
考えられるため、就職活動のことはキャ

リア支援センターにも相談しながら、
大学卒業後のことまで考える必要があ
る。
　松尾さんは留学を考えている学生に
対し「留学に関して少しでも興味を持っ
たならば、まずは動いてみることが大
事だ」と語った。　 （内田啓太）
※国際教育センター国際課の開室時間

は、月～金の9:00～17:00(11:30～

12:30は閉室）、土の9:00～12:00

　キャリア支援センターが、2022 年度卒業生の就職状況を明らかにした。

2022 年度の就職率は 97.2% と、2021 年度から 0.7 ポイント増加。新型

コロナウイルスの収束により新たな採用形態が広がったことに加え、採

用人数を抑えていた企業の採用意欲が回復していたことが背景にある。
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　祭りは今、存続の危機にひんしてい
る。過疎化や少子化、若者の流出によ
る担い手不足が大きな課題だ。将来の
担い手はもちろん、現在祭りを行う人
員さえ足りていない所も多い。
　ＮＰＯ日本の祭りネットワーク理事
兼事務局長の加藤正明さんは「祭りの
衰退は地域の瓦

が か い

解を招く」と話す。祭り
は人々のつながりを再確認する機会と
なり、日頃の声掛けや有事の際に助け
合える関係を作る。地域の人々にとっ
て祭りは祭り以上の意味があるのだ。
　祭りが開催危機にひんする一方、地
域と学生の協働により開催されている

祭りがある。新潟県関川村とＮＰＯ法人
国際ボランティア学生協会（ＩＶＵＳ
Ａ）による「えちごせきかわ大したもん
蛇まつり」はその一例だ。ギネス世界記
録に登録された「竹とワラで作られた世
界一長い蛇」を担ぐこの祭りは、100
～200 人の学生に力を借りている。
　祭りの人員を補うだけでなく、学生
には別の働きも期待されている。地域
の存続のためには、村の一人一人が地
域を支える必要がある。ボランティア
で参加している学生には、そうした地
域に貢献していく精神を村の人に伝え
る役割もあるそうだ。
　祭りを通した地域との交流は学生に
とって貴重な経験となる。ＩＶＵＳＡ
の活動に参加した冨塚さんは、新しく
出会う村民との関係に苦労するも、「ま
た来てね」という言葉が嬉しく、再び

訪れたくなると話す。ＩＶＵＳＡのＯ
Ｂ・ＯＧには関川村を第二の故郷と感
じ、十数年来の付き合いをする方もい
る。
　祭りは新たな人とのつながりを築
き、旧知の人とはその絆を再確認させ
る。そうした視点を持つ参加者が増え
れば、祭りの存続に希望を持つことが
できるかもしれない。　　  （秋田彩夏）

　８月 19 日と 20 日に、本学に隣接
する三鷹市で阿波踊りが開催される。
三鷹阿波おどりの魅力や現状につい
て、主催者である三鷹阿波踊り振興会
の星野博忠副会長にお話を伺った。
　今年で 56 回目を迎える三鷹阿波お
どりは、阿波踊りとしては都内で２番
目の歴史を持つ。地域振興を目的とし
て始まったこの祭りは、コロナ禍前に
は１日に７千～１万人の観客を動員し
たという。
　この祭り最大の魅力は、演者と観客
の近さだ。駅前の通りで行うことから、
鉦
か ね

・笛・太鼓などのお囃
は や し

子や踊り手が
観客の目の前を通り過ぎる。観ていた
人が飛び入り参加できる「飛び入り連」
があるなど、祭りの魅力を最大限に引
き出す取り組みがされている。
　しかし、コロナ禍ではその近さが裏
目に出てしまった。密な状況が起こり
やすい祭りの性質上、感染状況が落ち
着かない限り企画自体が立てられな
い。昨年は三密を避けるため、事前告

知を必要最小限にし、祭りの規模を縮
小するなど、感染対策を万全にして開
催することができたという。
　今年は４年ぶりに従来の規模で開催
される予定だ。コロナ前の規模に近づ
けるため、今年から施される改良も多
い。各出演連がとどまって踊る「組踊
り」や「輪踊り」がその一例だ。また、
複数の連が一緒になり踊る「総踊り」
の導入など、新たな取り組みによって
さらなる活性化を図っている。
　星野さんは「阿波おどりをきっかけ
に地元を盛り上げるのがゴールだ」と
語った。本学のボランティアセンター
では当イベントへの参加者を募集して
いる。興味を持った方は、現地やボラ
ンティアセンターに足を運んでみては
いかがだろうか。　　　　（小川紀寧）

　コロナ禍では密を防ぐために祭りを
開催できず、私たちは風物詩のない夏
を経験することになった。そこで今回
は、本格的に再開した日本の伝統であ
る「祭り」を特集した。
　祭りの参加経験が少ない私のよう
に、祭りへ積極的に参加する人は多く
ないだろう。祭りは人々のつながりを
強める力がある。祭りに参加すること
で、新たな発見があるかもしれない。
　そんな祭りが今、危機に直面してい
る。祭りを含め、伝統的な芸能や産業
は、担い手不足による問題が深刻だ。
継承していくためには変化が求められ
る。伝統的な印象を持つ祭りは、実は
その形を時代とともに変容してきた。
旧来の形に執着し、継承できずに無く
なってしまうのは本末転倒である。地
域で話し合い、納得できる変容の合意
点を見つけることが必要ではないか。
　夏期休業期間には有名な祭りが多数
開催される。祭りを通して伝統を感じ、
夏を楽しもうと思う。    （新渡戸常明）

《試合結果》

〇26－７　対東京学芸大

　６月 11 日、アミノバイタルフィー
ルドにて、関東学生アメリカンフット
ボール春季オープン戦が行われた。対
戦相手は東京学芸大。今年度の公式戦
初勝利をかけた一戦に臨んだ。
　降りしきる雨の中、試合は本学の
キックオフから始まった。相手の攻撃
を素早く断ち切ると、一気に反転攻勢
へ。ＱＢ石綿将丸（現代経済２）の的
確なプレー選択のもと、敵陣 19 ヤー
ドまで迫る。第１クオーター８分、相
手守備の隙間を縫うようなパスがＷ
Ｒ山口基樹（法律２）に渡り、タッチ

ダウン。続くキックにも成功し、７－
０と先制した。その後も好守備から主
導権を握り、第２クオーター９分には
フィールドゴールを決め３点を追加。
直後に失点するも、リードを守り切っ
た本学が10－７で前半を折り返した。
　第３クオーター、早々から攻勢をか
けたのは本学だった。敵陣深くまで攻
め込みチャンスを作ると、開始６分に
は石綿が自らランニングプレーを仕掛
ける。そのままエンドゾーンに到達し、
これがチーム２本目のタッチダウンと
なった。その後のキックも正確に決
め、17 －７とする。さらに直後、相
手のミスから攻撃権を獲得し、フィー
ルドゴールを成功させてリードを広げ
た。後半終了間際には、才気あふれる
ランニングプレーを見せたＲＢ坂下翔
悟（総合経営２）が 22 ヤードを獲得。
そして残り１分の場面、途中出場のＱ

Ｂ田邊太基（システム４）が左サイド
を駆け抜け、タッチダウンを決めた。
ここで試合終了を目前に相手が棄権。
荒天の下、攻守で躍動した本学が 26
－７と大差で試合に勝利した。
　主将の上原大空（国際文化４）は

「ボールを濡らして練習するなどの工
夫が、悪天候対策に功を奏した。上部
リーグ進出のため、あらゆる面で向上
を続けたい」と語った。　   （万浪耀）

▼ラグビー部春季大会を振り返る

　本学ラグビー部が春季大会の全日程
を終えた。シリーズ「オシエテ！成蹊
ラグビー」の第２回となる７月号では、
春季大会の成績などについて主将の髙
島大聖さん（法律４）に話を聞いた。
　今年度の春季大会の成績は５戦全敗
と悔いの残る結果となった。プレー精
度が課題として浮上した一方、強豪に
もフィジカル面で通用する場面も見ら
れた。格上の相手に手が届く実感は

「チームのモチベーションにとって良
い収穫だった」と髙島さんは振り返る。
　春季大会で活躍した選手には、
CTB 小口鉄平選手（物質生命３）を

挙げた。高精度な基礎プレーを始め、
強靭な精神力や冷静な判断力などで
チームに貢献。ミスが少なくなかった
本学において、プレー精度の高い小口
選手はチームの支柱になっていたとい
う。
　春先に掲げた「全員で立ってプレー
するラグビー」が体力面で芽を出すな
ど、着実に成長を続ける本学ラグビー
部。髙島さんは「夏を通して課題を改
善し、秋の対抗戦 A グループでは成
蹊の名をとどろかせられるように頑張
りたい」と意気込んだ。　　   （万浪耀）
▼漕艇部國廣萌子さん２度目の全国大会

　５月18 日～５月21日、東京都江
東区にある海の森水上競技場にて第 
101回全日本ローイング選手権大会が
開催された。２年連続で全日本ローイ
ング選手権大会に出場し、今大会で総
合 16 位となった、本学漕艇部副将の

國廣萌子さん（政治３）に話を伺った。
　今大会を振り返り、國廣さんは「自
分の実力を知るいい機会となった」と
語った。オリンピック選手も出場する
大舞台で奮闘することができた一方、
競技歴３年の自分の未熟さを痛感した
と悔しさをにじませた。
　今後の目標には、次回の全日本ロー
イング選手権大会と全日本大学ローイ
ング選手権大会（インカレ）での入賞
を掲げた。特に全日本ローイング選手
権大会では、会場は荒れたコンディ
ションになると予想される。波の高さ
や風向きにも対応できるよう練習では
意識したいと話した。
　学生に向けてのメッセージとして

「日常が戻りつつある今、全てをかけ
て打ち込めることを見つけてほしい」
と投げかけた國廣さん。今後の活躍に
期待したい。　　　　　　（上村祐葵）

にシフトした。その結果、半年ほどで
土台が完成し、高難度の戦術にも対応
できるようになったという。
　志水さんの尽力で大きく成長を遂げ
た水球班の今後の目標は、一部リーグ
への昇格とインカレで１勝すること
だ。志水さんは「いずれは一部リーグ
で試合結果を残し、インカレでベスト
４を獲るチームにする」と語る。志水
さんの指導のもと、目標に向かい日々
練習を重ねている水球班。今後の活躍
にも大いに期待だ。　　　（山本実玖）

成蹊大学新聞 2面

　祭りの語源は「神にたて“まつる”」
と考えられている。そのため、日本に
おいて祭りは神をもてなすために始
まったと推測される。
　現代日本の祭りには、アニミズム的
な価値観を持つ神道が根底にある。加
えて、飛鳥時代に伝来したとされる仏
教などさまざまな信仰や考え方が祭り
に影響を与え、形成している。
　その中でも、日本神話が祭りという
文化に与える影響は大きい。例えば、
祭事の際、神前で執り行われる「神
楽」は日本神話における「天

あ ま の い わ と

岩戸伝
説」が起源となっている。この神話は
須

す さ の お の み こ と

佐之男命に対して怒り、天岩戸に引
きこもってしまった天

あまてらすおおみかみ

照大神に岩戸か
ら出てきてもらうために、天

あまのうずめのみこと

鈿女命が
その前で踊ったという伝承だ。
　神話が神楽の起源となったように、
神代から脈々と受け継がれてきたこの
文化を、祭事を通じて学ぶことは普段
の生活と一味違ったものとなるだろ
う。夏休みの期間に地元や全国の祭り
を訪れ、私たちのルーツに思いをはせ
てみるのはどうだろうか。

▼祇園祭

　祇園祭は７月に行われる京都の祭り
で、その開催期間は１ヶ月にも及ぶ。
多い日には 30 万人以上の観光客が訪
れるという祇園祭。平安時代から千年
以上続くこの祭りは、全国の祭りに影
響を与えており、各地の夏祭りの起源
となっている。そのため、全国の夏祭
りには祇園祭と同様に、疫病などの災
いを鎮め、悪霊を追い払うという目的
のものが多い。
▼ねぶた祭

　青森県内では各地で「ねぶた祭」と
呼ばれる祭りが行われている。この祭
りは、睡魔を払うことや死者を供養す
るために始まったとされている。紙と
木によって作られたねぶたには、人形
型と扇型と呼ばれる２種類が存在して
おり、どちらも非常に迫力がある特徴
的な姿をしている。近年はアニメな
どとのコラボも盛んだ。　（清水翔太）
≪参考文献≫

『日本の祭り解剖図鑑：その起源と日

本人の信仰がマルわかり』（久保田裕

道、エクスナレッジ、2018年）

　日本に深く根付いている祭り。夏に
なると多くの人が、夏祭りに足を運ぶ。
日本の伝統的な祭りは、現代において
どのように継承されているのか。都市
祭礼を研究する法政大学社会学部社会
学科の武田俊輔教授に話を伺った。
　祭りの名誉な役に選ばれるための競
い合いや、先祖から引き継ぐ責任感は、
継承の要因となる。ただそれだけでな
く、祭りの継承にはヒト・モノ・カネ・
技能などの資源が不可欠だ。これらは
地元から調達するものと、行政やボラ
ンティアなど外部調達のものに大別で
きる。戦前は都市の祭りは囃

は や し

子や山車
の曳

え い こ う

行などで、外部から人を雇うこと
が主流だった。しかし、人手や資金の
不足から、戦後は地元での育成に注力
するようになった。
　祭りの継承は口伝が多く、新型コロ
ナウイルスの影響は大きかった。一方
で祭りの過去を見直す機会にもなり、
継承の方法を見直すことにつながっ
た。決まった方式を受け継ぐだけでな
く、時代に合わせる柔軟性を備えるこ
とも、祭りの継承には重要である。
　こうした背景からコロナ禍において
も、形や規模を変えて祭りは水面下で
行われていた。武田教授は「祭りの継
承には、祭りの可能性を広げる先読み
のできる人が必要」と語った。今年の
夏は、祭りの可能性を考えてみてはい
かがだろうか。　　       （髙瀬菜穂子）

　本学体育会水泳部水球班（以下、水
球班）は、華々しい活躍で注目を集め
ている。水球班の飛躍的な結果や結果
を生んだ指導方法などについて、水球
班専任コーチの志水祐介さんに話を
伺った。
　水球班は、５月７日から６月 12 日
に開催された関東学生水球リーグ戦二
部リーグで優勝。一部リーグの入れ替
え戦と、全日本学生選手権（以下、イ
ンカレ）への出場が決定した。スポー
ツ推薦がなく、全国経験のある選手も
わずかといったチーム事情ながら結果
を残したことは、極めてまれのことだ。
このような異例の躍進の背景には、オ
リンピックに２大会出場した経験を持
ち、昨年から水球班のコーチに就いて
いる志水さんの存在が大きい。
　志水さんの指導では、選手の自主性
や人間性を伸ばすことに重きをおいて
いるという。自主性の面では、目標設
定をコーチや監督が決めるのではな
く、学生が話し合い自分たちで決める。

その上で、志水さんは目標を達成でき
るように練習を組む。また、フィジカ
ル班をはじめとする班に選手を班分け
し、各班のリーダーが目標を決め、練
習スケジュールを決めている。人間性
の面では、武蔵野市の学校で水泳の派
遣授業を行うなど、社会活動に積極的
に取り組んでいる。水球班が地域の人
から愛され、多くの応援を受ける所以
はこうした取り組みにある。志水氏は

「単にうまければ良いということでは
なく、人間性を応援されるような選手
になってほしい」と熱意を込めて話す。
　快進撃を遂げた水球班について、そ
のカギに３つの要因を志水さんは挙げ
た。１つ目は、練習時間の短さだ。志
水さんは練習の量より質を重視し、平
日の練習時間は２時間としている。こ
の練習時間は、他の大学と比べて明ら
かに少ない。それでも、短時間で質の
良い練習をすることで、目に見える成
果を出している。２つ目は、目標設定
の高さだ。高い目標を掲げることで、
日頃の練習基準の向上につなげてい
る。３つ目は、学園からのバックアッ
プ、応援だ。志水さんは、選手にこの
ような応援が当たり前ではないと日々
呼びかけている。
　水球班の練習で最も力を入れている
のは基礎練習だそうだ。志水さんが
コーチに就任する前の水球班は、練習
の強度は高くなかった。しかし、志水
さん就任後、基礎練習中心のメニュー

ランニングプレーで前進する本学

迫力あるプレーを見せる本学選手

大したもん蛇まつりの様子

合同連による三鷹阿波おどり

　日本の夏といえば夏祭りではないだろうか。参道に屋台が立ち並び、

神輿を担いで汗水垂らし、太鼓の力強い音が響く。しかし、そんな身

近な夏祭りについて、私たちはあまり理解していないのかもしれない。

今回は日本の祭りの起源や継承、抱えている課題について特集した。


